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主教入堂 

 

１．到着（聖堂のトロパリ）主教が門に到着するときに歌う。 

執事長、パンと塩を持って出迎え。少女花束を渡す。 

 

 

 

２．聖堂の入り口で主教を出迎え 

３．輔祭「睿智」、聖歌隊、入堂の歌（常に福）を歌う。 
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４．トンデスポティン 

 

 
 

 

５．主教着装、歌（「爾の霊は・・・」） 

主教、聖堂中央のカフェドラの上に立つ。司祭もカフェドラの方へ行く。司祭は祝福を受けた後、至聖所に行く。主教カフェドラに立

ち、司祭の持ってくる祭服を順につける。 
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ソロ：歓喜を以て主の為に歓び、爾の霊は我が神の為に楽しまん。(イザヤ 61章、我→爾に言い換え) 

 

 

① 彼は爾に救いの衣を着せ、義の上着を纏わせり。 

（詠）爾の霊は・・・ 

 

②  爾に花婿の如く冠を戴かせ、花嫁の如く美飾を以て飾れり。 
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（詠）爾の霊は・・・ 

 

②  地が其の芽を出し、園が播きたる者を生ずる如く、是くの如く主神は義と光栄とを萬民の前に顕わさん。 

 

（詠）爾の霊は・・・ 

 

①(詠)、②（詠、）③（詠）・・・終わるまで繰り返す。 

長輔祭輔祭はアムウォンで主教向かって立ち、香炉を振り、祭衣の祝文を交互に唱える。＜ポドサッコスニク（下着）、領帯、帯、パ

ーリッツァ、套袖、サッコス、オモフォル、十字架、パナギア、ミトラ＞ 

６．トンデスポティン（着装が終わったら）
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時課 

主教着装のソロ部分 
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